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本資料についての注意：

本資料に記載されているＮＥＣモバイリング株式会社の現在の戦略、計画、認識

などのうち、将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確定な要因を含んでおり

ます。

実際の業績はさまざまな要因により、見通しとは大きく異なる結果となりうること

をご承知ください。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因には、当社の事業領域を取り巻く経済

情勢・社会的動向、当社の提供する製品やサービスに対する需要動向や競争激化

による価格下落圧力、顧客の求めに応じることの出来る技術能力などです。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。

※全てのブランド名、製品名および会社名等は各社の商標または登録商標です。本文中には「TM」、「R」などのマークは記載しておりません。
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業績概要 － 売上高・営業利益推移
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1,245

1,176

2007 2008

モバイル

サービス

モバイル

セールス

売上高

営業利益

2009

中計目標の営業利益７０億円を上回り
２年連続の過去最高益を更新

（単位：億円）
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業績概要 － 主要指標

（単位：億円）

前回予想
（10/29）

実績

売上高 1,245 1,140 1,176 ▲ 69 ▲6%
営業利益 65.2 78.0 81.2 16.0 +24%

（利益率%） (5.2%) (6.8%) (6.9%) － －
経常利益 67.5 80.0 82.2 14.7 +22%

（利益率%） (5.4%) (7.0%) (7.0%) － －
当期純利益 33.2 45.5 46.1 12.9 +39%

（利益率%） (2.7%) (4.0%) (3.9%) － －
ＲＯＥ(%) 11.0% 13.8% 14.0%
フリー･キャッシュ･フロー 49.7 40.0 ▲ 2.9
一株当たり年間配当金 60.00円 75.00円 85.00円

期末従業員数（人） 1,018人 1,035人 1,027人

2009年度

前年度比
2008年度

※関係会社株式の取得による支出49.5億円（内数）

※
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業績概要 － セグメント別売上高・営業利益

前回予想
（10/29）

実績

売上高 1,245 1,140 1,176 ▲ 69 ▲6%

モバイルセールス 983 830 845 ▲ 138 ▲14%

モバイルサービス 262 310 331 69 +27%

営業利益 65.2 78.0 81.2 16.0 +24%

モバイルセールス 27.6 32.0 32.0 4.4 +16%

モバイルサービス 37.6 46.0 49.2 11.6 +31%

前年度比
2008年度

2009年度

（単位：億円）
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業績概要 － セグメント別売上高・営業利益推移

3228

845

983

2008 2009

売上高

営業利益

（単位：億円）

38
49

262

331

2008 2009

売上高

営業利益

▲14％

＋16％

＋2
7％

＋31
％

• 前年比約１割の販売台数減

• 売上高の増加に伴う拡大

営業利益

• 低収益事業の採算性向上
• 個々のショップにおける損益改善努力

売上高

売上高

• 端末修理需要の増加

営業利益

モバイルセールス モバイルサービス
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取替

解約新規

純増

事業環境 － 主要事業者のオペレーション指標の推移
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（万台） 純増数推移

52%

30%

18%

（百万件） 総加入件数推移

51%

29%

19%

1%

50%

28%

20%

2%

出所：TCA、各社IR資料、当社推定

ドコモ携帯電話販売台数

▲5％

▲21％
▲1％

+5％ +4％

（百万台）

▲22％
▲10％

▲22％
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当社携帯電話販売台数
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ショップ

法人

販売店

パートナー

▲25％+4％

▐ スマートフォンなどの高機能端末やデータ通信カードの拡販に注力

▐ 販売台数は、前年比約１１％の減少、うちショップ販売は約９％の減

ショップ販売
（直営ショップ・
パートナー）

▲9％

販売店販売

▲15％

▲11％



© NEC Mobiling, Ltd 2010Page 11

携帯電話修理台数推移
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▐ 新販売方式による端末価格の上昇

▐ 事業者の端末保証サービスが充実
修理台数の大幅増加

ｄｏｃｏｍｏ

▐ ドコモプレミアクラブ安心

サポート （月額：無料）

▐ ケータイ補償お届けサービス

（月額：３１５円）

２５００万人を突破（１０年２月）

「ケータイ補償 お届けサービス」累計契約数推移

約3割増

2,500万契約突破2月14日2010年

2,000万契約突破7月1日2009年

1,000万契約突破8月9日2008年

200万契約突破12月24日2007年

提供開始7月1日2006年

契約数日付年

当社修理台数の推移
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経営効率の改善 （2010年3月日経ヴェリタス）

業績に結びついた第一の理由は、
「プロジェクトリーダー制度」を導入
したことだと思います。
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１～９店舗 １０～１９店舗 ２０～２９店舗 ３０店舗以上

３３ ２２

６６
２５２５

５４５４

３１３１９９
３３１１１１

２２ １１

４４ ３３

６６ ９９

１２１２ １３１３

直営・パートナー店舗分布図

北海道地区

東北地区

首都圏・甲信越地区

中部地区

北陸地区

関西地区四国地区

中国地区

九州地区 ２２２２：直営店舗

：パートナー店舗

：グループﾟ店舗

１３１３

212106106合計

835NCCショップ,他

204103101ドコモショップ

合計パートナー店直営店

ショップ数

販売チャネルの拡大 Ｍ＆Ａの実施

マツハヤ・コーポレーション

２００８年度末 ２００９年度末

229109120

734

222106116

合計パートナー店直営店

17店舗増

 会社商号 ： マツハヤ・コーポレーション株式会社

 経営成績（２００９年９月期実績）
売上高 ： １０５億円

営業利益 ： ７億円
＊上記数値は、法令に基づく会計監査人の監査は受けておりません。

Ｍ＆Ａの実施
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２．２０１０年度 事業展開
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基本方針

1,176
1,270

1,134
1,255 1,290 1,2451,224

48
142

178

39

56

42

57
65

81 83

1,176
1,245

1,290

1,402

1,276 1,303 1,270

2004 2005 2006 2007 2008

その他

（単位：億円）

2009

６年連続の増益を目指して
既存事業の強化

新しいビジネスの創造と育成

2010
連結業績予想

高度ＩＣＴ社会の到来に向けて光り輝く企業へ高度ＩＣＴ社会の到来に向けて光り輝く企業へ

年平均成長率
13.5%

売上高

営業利益
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※関係会社株式の取得による支出49.5億円（内数）

通期の連結業績予想

※

（単位：億円）

売上高 1,176 1,270 94 +8%

営業利益 81.2 83.0 1.8 +2%

（利益率%） (6.9%) (6.5%) － －

経常利益 82.2 84.0 1.8 +2%

（利益率%） (7.0%) (6.6%) － －

当期純利益 46.1 48.0 1.9 +4%

（利益率%） (3.9%) (3.8%) － －

ＲＯＥ(%) 14.0% 13.2%

フリー･キャッシュ･フロー ▲ 2.9 43.0

一株当たり年間配当金 85.00円 100.00円

期末従業員数（人） 1,027人 1,241人

2010年度
（予想） 前年度比（参考）

2009年度
（単体ベース：参考）
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通期の連結業績予想 － セグメント別売上高・営業利益

売上高 1,176 1,270 94 +8%

モバイルセールス 848 936 88 +10%

モバイルサービス 328 334 6 +2%

営業利益 81.2 83.0 1.8 +2%

モバイルセールス 30.5 32.0 1.5 +5%

モバイルサービス 50.7 51.0 0.3 +1%

2010年度
（予想） 前年度比（参考）

2009年度
（単体ベース：参考）

※前年度まで「モバイルサービス事業」に含めておりました携帯電話向けＡＳＰサービスなどのモバイルソリューションサービスにつきましては、
ショップ事業と連携した拡販体制をとっていることから、当社の事業内容をより適切に反映させるため、「モバイルセールス事業」に
含めることいたします。
尚、２００９年度の実績は、変更後のセグメント別に組み替えて表示しております。

（単位：億円）

※

※

※

※
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事業環境 － 携帯電話端末市場（国内）

出所：各社IR資料、当社推定

（百万台）

（実績） （実績） （実績） （予想） （予想）

●２００７年の新販売方式の導入以降、市場規模は大きく縮小
（買い替えサイクル長期化 ２年→３年へ）

●短期的変化要因 ： スマートフォン、データカード、タブレット市場の拡大
ＬＴＥ開始、フェムトセル・ＷｉＦｉの本格普及

●中長期的変化要因 ： ＬＴＥの本格普及、新周波数帯争奪戦、ＳＩＭ問題など

モバイル市場変化要因

無線BB（LTE)

SIMSIMロック解除ロック解除

共通PFによる端末開発

（Android／Windows

Phone）
タブレット
フォトフレーム

黄金周波数帯
（700/900MHz）

新放送法

スマートフォン

公開アプリ開発連盟
（ＷＡＣ）

フェムトセル
小型基地局

WAC:Wholesale Applications Community＠2010年2月バルセロナ

ほぼ横ばい、先行き回復▲22％

▲5％

全国携帯電話販売台数
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グローバル販売台数予測

ＷＣＤＭＡ系＋ＬＴＥ

ＧＳＭ系

ＣＤＭＡ系

EDGE/
WCDMA

HSDPA

LTE

HSUPA
&HSPA+

CAGR 09-12
7.5%

事業環境 － 携帯電話端末市場（グローバル）

●グローバル市場はＧＳＭ系（ＷＣＤＭＡ／ＨＳＰＡ含む）が９０％シェア
●中国や新興国市場（インド、ブラジル、等）で今後も拡大傾向
●先進国を中心にスマートフォン、オープン端末の市場が拡大

0

400

800

1200

200420052006200720082009201020112012

（百万台）

スマートフォン端末

スマートフォン以外

＜方式別＞ ＜スマートフォン＞

出所：Strategy Analytics 
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事業環境 － ＳＩＭロック解除の影響と当社対応

●ＳＩＭロック解除による市場への影響を予測し、早期の対応を
●その際、ＳＩＭロック解除の影響を受ける国内外のプレーヤの動向、特にユーザ意識は重要

⇒２００７年１１月の端末販売方式の変更と同様な大きなインパクトがあるかどうかは不明だが、
迅速に対応することが事業拡大の鍵であり、『攻めの姿勢』で拡大を図る

キャリア 携帯ユーザ

開発メーカー 携帯ショップ

総務省

端末保守ネットワーク対策

ＭＶＮＯ
プラットフォーム
（Ｇｏｏｇｌｅ、ＭＳ）

欧州（EU)との相違 米国の思惑

ＳＩＭロック解除

・キャリアショップ
・メーカショップ
・量販店
・ＰＦベンダーのショップ
・販売インセンティブ廃止

・ドコモ（No.1キャリア）
・SBM（iPhone）
・KDDI(方式相違）
・ユーザ囲い込み戦略

・自社端末調達
・キャリア端末販売

・キャリア向け開発
・自社ブランド開発
・カスタマイズ開発
・自社マーケティング機能
・オープンPFの活用

・Apple／BlackBerry
・共通PF（Google／MS)
・キャリア連盟（WAC／JIL)
・メーカ専用（エリクソンなど）

アプリ供給
・ライト／ヘビーユーザ
・一部マニア
・法人／個人ユーザ
・機能制限の許容
・SIM交換容易／２ｘSIM

・ガラパゴスと国際競争力
・SIMロック期間（1年？）許容

・無線品質（＆料金）によるユーザ移動
・その他レスポンス改善施策

・Googleフォン
・100$スマートフォン

・EU:３G普及率19%
・携帯普及率（日本＝84%、EU＝119%)
・キャリア＜ベンダーの力関係
・端末ショップと売り方の相違

・Apple&Google, Motorola 支援？
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事業環境 － 携帯電話の通信方式の動向（高速・高効率な無線＝ＬＴＥに向けて）

ＳｏｆｔＢａｎｋ

20142012

イー・モバイル

ａｕ

ｄｏｃｏｍｏ

201320112010

ＨＳＰＡ
７.２Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ
７.２Ｍｂｐｓ

Ｒｅｖ.Ａ
３.１Ｍｂｐｓ

Ｒｅｖ.Ａ
３.１Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ
７.２Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ
７.２Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ＋
２１Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ＋
２１Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
３７.５Ｍｂｐｓ

マルチキャリアＲｅｖ.Ａ
９.３Ｍｂｐｓ

マルチキャリアＲｅｖ.Ａ
９.３Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ
１４Ｍｂｐｓ

ＨＳＰＡ
１４Ｍｂｐｓ

ＤＣ-ＨＳＰＡ
１４Ｍｂｐｓ

ＤＣ-ＨＳＰＡ
１４Ｍｂｐｓ

ＤＣ-ＨＳＤＰＡ
４２Ｍｂｐｓ

ＤＣ-ＨＳＤＰＡ
４２Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
３７.５ or ７５Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
３７.５Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
７５Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
７５Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
１００Ｍｂｐｓ ？

ＬＴＥ
１００Ｍｂｐｓ

ＬＴＥ
１００Ｍｂｐｓ ？

ＬＴＥ
１００Ｍｂｐｓ ？

３.５Ｇの発展システム
３.９Ｇ
７００／９００ＭＨｚ帯を取得した
場合に予想される展開

１２月２０１０年後半

２０１０年１２月

２０１１年１～３月 ３月

９月

出所：テレコミュニケーション

携帯電話キャリア４社の高速化ロードマップ

Ｗ－ＣＤＭＡ

ＣＤＭＡ２０００

Ｗ－ＣＤＭＡ

Ｗ－ＣＤＭＡ

２０１２年
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モバイルセールス事業の重点施策

▪ Ｍ＆Ａ／パートナー化の推進
▪ マツハヤ・コーポレーションとのシナジーの発揮
▪ 新規パートナーの獲得

▪ 法人販売の強化
▪ 高データＡＲＰＵ商品の拡販

販売チャネル・規模の拡大

ホームＩＣＴ市場向けショップビジネス拡大

携帯電話販売台数

138
132

229

249

0

50

100

150

200

（万台） （店舗数）

新規

機変

ショップ

法人

販売店

パートナー

2009 2010
（予想）

+5%

マツハヤ・
コーポレーション
約6万台

▪ 取り扱い商材･サービスの拡大
▪ 固定ＢＢとの融合系ビジネスの推進
▪ スマートフォン、フェムトセル、ＷｉＦｉの普及から
融合系商材、サービスに注力

▪ スマートフォンなどインターネット連携端末の増加
に向けた、販売体制強化
▪ コンサルティング力の増強
▪ 遠隔対面販売システムの導入

+20
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ホームＩＣＴ市場に向けたショップビジネス拡大 －高度ＩＣＴ社会におけるショップの新たな役割

ユーザー

機器

サービス

情報家電

LAN NFCWiFi FemtoPLC

FTTH WiMaxADSL MobileCATV

コンテンツ
放送･ゲーム

サービス・アプリ
セキュリティ、ヘルスケア

NGN

ソーシャル
SNS、ポータル

通信機能を備えた
多くの製品群

アクセス手段も
多様化、融合化

多種多様な
サービス

ホームソリューションの構成要素

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

一
元
化
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
拠
点

ホームＩＣＴ
ソリューションショップ

購入･契約から、
設置、運用支援まで

サポート

ホームサーバー ＷｉＦｉルーター フェムトセル

シム単体

固定ＢＢ回線

PC携帯

ＩＰＴＶ

iＰａｄなど
タブレット

ノートＰＣ

デジタル
フォトフレーム

スマート
フォン

データ
カード携帯電話

電子ブック

ＮＷ対応
白物家電

ネットワーク
－ アクセス
－ 家庭内
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遠隔対面販売システム

店舗Ａ 店舗Ｂ 店舗Ｃ

顧客への質問・説明を振り分け

スマートフォンA スマートフォンB 情報通信端末 データ通信カード

商材拡大

ショップ拡大

ホームＩＣＴ市場に向けたショップ販売体制の強化

グループ管理 転送

（例）スマートフォンの操作方法をテレビ画面と
音声でスムーズに説明することが可能！！

＜センター側説明イメージ＞

＜店舗側画面イメージ＞

スーパーバイザー

オペレータ

店舗Ｄ 店舗Ｅ 店舗Ｆ

指導・教育
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●携帯電話修理事業の開拓（他社、他商品）

●基地局整備関連ビジネス

■キャリア向けソリューション事業拡大

■個宅調査業務を通じた事業の拡大

モバイルサービス事業の重点施策

ショップ運営力ショップ運営力

モバイルモバイル
エンジニアリング力エンジニアリング力

ＮＥＣモバイリングの
コアコンピタンス

カスタマサポート力カスタマサポート力
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ネットワークの維持オペレーションの総合請負

モバイルサービス事業 － 基地局整備関連

ＩＣＴホームソリューションの全てをサポート

ブロードバンド回線網

IPTV
登録者

登録者

契約者

フェムトセル
小型基地局

エリア調査
•ある地域でのエリア調査
•基地局配置などの改善施策の提案

•基地局設計、機材調達、現地調整工事な
どの総合請負

個宅調査業務から事業ドメインを拡大

携帯回線、端末

固定BB回線

販売

工事、セットアップ

契約取次ぎ

サポート

ＰＣ

IPTV
デジタル家電ホームサーバー

ゲートウエイ
PC,SERVER
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株主還元について

＜配当方針＞

▐ 株主尊重・重視を重要事項と位置付け、配当性向３０％の水準を視野に入れ、
安定配当を実施

▐ ２０１０年度の配当は、前年比１５円を増額し、配当性向３０％となる、
年間１００円を計画

100円

45円
47.5円 55円

60円

85円

30.3％

26.8％

30.9％

21.4％
23.6％

26.3％

2005 2006 2007 2008 2009 2010

１株当たり配当金配当性向

５年連続の
増配を計画




